
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最上地域には 4,500 もの事業所があり、そこには

３万４千人もの人が働き生活しています。しかし仕事

がないなどの理由で、高校卒業後就職する方の 32%

が県外に就職し、進学では管外にでなければならずそ

の多くが戻らず、若者の県外移動が止まりません。 

県、市町村、民間企業で、そして製造業、農業、建

設業、医療、福祉分野で、それぞれが様々な若者の地

元定着に向けた取組みを行っています。 

その取組みを効果的に展開していくため、行政、教

育、経済界が一丸となり、若者定着・人材確保に向け

取組む「オールもがみ若者定着・人材確保推進会議」

を立ち上げ。５月 24 日（木）、130 名以上の方が集

まり、キックオフイベントを開催しました。 

今後、情報共有、連携方策の検討を行っていきます。 
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〒996-0002 山形県新庄市金沢字大道上 2034 山形県最上総合支庁地域産業経済課 産業振興担当  

☎ 0233-29-1309 � 0233-23-2628 � ymogamisangyo@pref.yamagata.jp 

１ 設立趣旨説明 

オールもがみ若者定着・人材確保推進協議会議 
「もがみ仕事の魅力通信」とは、最上総合支庁と企業等が連携して行う最上地域の人材育成・地元定着に向けた取組みをお知らせする通信です。 

 地 元 
× 

働 く 

須藤最上総合支庁長

が、「若者が活躍し、

その姿を子どもたち

がみてあこがれる地

域をつくっていきた

い」として、関係機関

が情報共有、連携方策

の検討を行っていく

ことを説明しました。 

２ オープニング講演 

東北芸術工科大学岡

崎エミ准教授が、「高

校・大学・地域による

人材の好循環サイク

ル」と題して講演を行

いました。 

「全国に誇れるジモ

ト大学を行っている。

進学という人生の旅 

を応援し、地元に戻る仕組みをみんなで作りましょ

う。」とのお話がありました。 ３ 意見発表 

地元に熱い“想い”と題して、企業、高校、

保護者、若者の 

代表４名が意見 

を発表しました。 

山形航空電子の 

平向さんからは 

「学生時代から 

先輩従業員と交 

流してほしい」 

との意見も。 

４ 早期求人票提出要請 ５ キックオフ宣言 


